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1．はじめに 

日本でもコンピュータおよびインターネットが急速

に普及した今、最近では、CALL (Computer Assisted 

Language Learning) 授業を外国語教育に取り入れる大

学が増加している。 
従来の外国語教育においては、教師が教室活動、カ

リキュラムを工夫し、個々の学習者の様々な学習スタ

イルを考慮する必要性が説かれている。では、コンピ

ュータが学習活動の中心となっている CALL の授業に

おいては、学習スタイルへの対応はどのように行われ

るべきなのだろうか。学生個々の性格や学習スタイル

が CALL 授業においても何らかの影響をもっていると

考えられる。そこで本調査で筆者らは、CALL 授業を

初めて受講した学生らの学習スタイルが、CALL 授業

に対する意識や評価とどう関連しているかを分析する

こととする。 

 
2．学習スタイルと外国語教育 

学習スタイルと外国語教育に関する先行研究では、

学習スタイル（外向性・内向性）と外国語の proficiency
の相関を研究したものがある。これらの中では、学習

スタイル（主に外向指向と内向指向）は、英語（また

は外国語）の proficiency と相関が見られないと報告さ

れているものが多いが、学習スタイルと CALL 授業に

どのような関連があるかということは未だ明らかであ

るとは言えないだろう。また、これまでの CALL学習

者を対象とした研究の中には、学習成果（proficiency）
をはかるものが多く、学習スタイルによる学生の嗜好

を取り入れた研究は管見の限り少ないと言える。CALL
授業に関する研究について、竹蓋（2005）も、CALL
授業が普及し、いずれもハードウェアの進歩に合わせ

てそれをどのように活用するかを中心に研究が行われ

てきた感があると指摘している。 

 
3．研究の目的 
①CALL受講生の学習スタイルの調査 

②同受講生の CALL授業に対する意識・評価の調査 
③同受講生のコンピュータ所有の有無、利用状況、 

目的等の実態調査 

 
 

 

 
4. 調査方法 

調査は、立命館大学理工学部の CALL 授業を受講し

ている大学生 212 人を対象に、質問紙を配布し、その

場で回答紙に記入、回収という方法で行った。質問紙

は、「CALL授業に対する意識・評価」「学習スタイル」

「コンピュータ所有・利用状況」の順番で、三部構成

となっている。以下にそれぞれの内容を説明する。 

 
4.1 CALL 授業に対する意識・評価 
４つの CALL 授業内活動（表１参照）について、そ

れぞれの活動を楽しいと感じたか、また英語力向上に

役立つと感じたか、各項目４段階評定尺度で回答をも

とめた。 

 
【表 1】本調査におけるCALL活動内容  

活動A Listening Exercise 
活動 B Communication Exercise 

活動 C Internet-Activities for Research 
活動 D Internet-Activities for Communication  

& English Studies  

 
4.2 学習スタイル 

性格（スタイル）検査に関しては、さまざな質問が

開発されているが、先行研究、第二言語習得研究でよ

くみられるものにMBTI（Myers-Briggs Type Indicator）

がある。MBTI は、一人ひとりの性格を心の機能と態

度の側面からみたものである。本調査では、MBTI を

簡略化した都築(2003)の調査項目を使用した。 

 
【表 2】学習スタイル（都築：2003） 

指標① 外向指向 内向指向 

指標② 感覚指向 直観指向 

指標③ 思考指向 感覚指向 

指標④ 判断的態度指向 知覚的態度指向 

 
４.3 コンピュータ所有・利用状況 
コンピュータの所有、コンピュータ利用年数、現在

のコンピュータ利用頻度、利用目的、またどのような

アプリケーションを使うかなどの回答をもとめた。 
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5. 結果と考察 
まず、学生の学習スタイルを MBTI に基づく 4 つの

指標において指向別（表 2 参照）に分類した。次に、

CALL 授業の 4つの活動が「楽しいか」「役立つと感じ

るか」という 2 点において、指向別で違いがみられる

かどうか、T検定を用いて調べ、さらに、4つの活動間

に対する学生の評価の関係をピアソンの相関分析を用

いて検証した。最後に、コンピュータの所有・利用状

況が CALL 授業への意識、評価にどのように関係して

いるかを調べた。コンピュータを所有しているかどう

かによって、CALL 授業の４つの活動について「楽し

いか」「役立つと感じるか」の評価に違いが認められる

かどうかを検討するために T 検定を用いて分析した。

また、コンピュータの利用状況と CALL 授業に対する

意識、評価との関連を検討するために、コンピュータ

利用に関する質問項目と CALL に対する評価との相関

係数を求めた。全ての統計分析には SAS8.02を用いた。 

 
5.1 学習スタイル別に見る CALL 授業に対する意識・ 
評価の調査 

n 学習スタイルの 4指標の中で、最も顕著な差が認

められたのは外向・内向指向（指標①）である 
Ø 先行研究には、外向・内向指向は proficiency とは

関連性がないというものが多いが、本調査で意識

に有意差が認められたのはなぜか 

n 他の指標においても有意差が認められ、指向別の

学習スタイルの特徴と本調査のCALL活動内容が

合致するような結果がみられる 

Ø 学習スタイルにより、活動内容への評価がかわる 

 
5.2 4つの活動間の評価の相関 
n 活動 A を楽しいと感じている学生がそれを役立

つと感じる傾向よりも、活動Ｄを楽しいと感じて

いる学生がそれを役立つと感じる傾向のほうが

強い正の相関関係にある 

Ø ｢楽しい」と感じる教材や活動が必ずしも 
｢役立つ」とは限らない 

Ø 教師に何ができるか 

 
5.3 コンピュータ所有、利用年数、利用頻度、利用目的

と CALL 活動の評価の相関 
n コンピュータの所有による有意差がみられたの

は活動 Bのみである 

n コンピュータの利用年数と活動 B、C、Dは 
「役立つ」という評価において負の相関にある 

Ø 活動 B、C、D は活動A と比較し、コンピュータ

操作を多く含んでいるため、「英語学習」という

観点より、「コンピュータスキル」という観点で

評価したのではないか 

Ø できるだけ単純なコンピュータ操作でできる活

動のほうが、「英語学習」により集中できるのか 
n 授業、宿題などが目的でのコンピュータ利用頻度

と活動 C、Dは「楽しさ」という評価において弱

い正の相関関係にある 

n 授業、宿題などが目的でのコンピュータ利用頻度

と全ての活動は「役立つ」という評価において弱

い正の相関関係にある 

Ø 利用頻度が高くなるにつれ、全体的に CALL活動

は「楽しい」また「役立つ」と評価される傾向に

あるのか 

 
6. 教師の役割 

 これらの結果を踏まえた上で、様々な学習者の学習

スタイルを考慮し、教師には CALL 授業においてどの

ような工夫、取り組みが必要とされているのかを考察

する。 

 
7. おわりに 
 CALL 授業により、一人ひとりが自分のペースで学

習できる環境が普及しつつある。しかしながら、全て

の学生の嗜好に授業内活動を合わせることは難しいと

いえる。そこで、そのような場合にこそ、教師の力、

アイデア、工夫、取り組みなどがよりいっそう大きな

役割を果たすことになるだろう。今後は、クラスの中

で、どのように教師が介在すればより効果的な学習を

提供できるかを考慮しつつ、できる限り多くの学生の

学習スタイルやストラテジーに合致するような CALL

アクティビティを模索していきたい。 
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